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［２］研究経過 
様々ながんにおいて、深部静脈血栓・肺塞栓など静

脈血栓塞栓症 (VTE) や脳梗塞・心筋梗塞などの動脈

血栓症がしばしば合併する。血栓症はまた、血管新生

阻害薬などがん分子標的薬の重大な副作用の一つで

ある。これらがん関連血栓症は、患者の生命予後や

QOL に大きな負の影響を与える。しかしながら、が

んやがん治療に随伴する血栓の発症メカニズムや、血

栓症を発症しやすい臨床状況・予知マーカーはほとん

ど解明されていない。近年、可溶型フィブリンモノマ

ー複合体や好中球extracellular trap（NETs）、Protein 
S-K196E 変異など新規の血栓・止血指標が明らかに

されているが、これらとがん関連血栓との関連を体系

的に評価した研究は行われていない。 

 

我々は、がん関連血栓症発症の分子メカニズムや予

知マーカーを明らかにし、がん治療の最適化に貢献す

ることを目的として本研究を行った。 
令和 2 年度は COVID-19 感染拡大ため、実験は制

約があったが、代表者と分担者は、隔月に1度程度の

割合で研究打合せを行い、腫瘍症例で上昇が見込まれ

る因子の測定準備を進めた。 
 
 
［３］成果 
 （３－１）研究成果 

VWF 因子関連指標、ADAMTS13 活性等の測定法

の改良に努めた、さらに多くの血栓止血関連因子の測

定を可能とするための整備を進めた。 
 
（３－２）波及効果と発展性など 
本共同研究は学外研究者との交流が飛躍的に活性

化し、東北大学、京都大学を含む国内7主要アカデミ

アによる共同前向きレジストリー研究（「がんとがん

治療に随伴する血栓症の原因探索と予知マーカーの

開発に関する研究  (CATCH-J Study; Study of 
explorsion of the cause of cancer- and cancer 
therapy-associated thrombosis and development of 
its predicting markers）」プロジェクトに発展した。

今後、我が国独自のがん関連血栓症のデータベース構

築や、予知マーカーやリスクスコアを確立することで、

がん患者に随伴する血栓症予防法構築に寄与するこ

とが期待されている。 
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